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はじめに 

裁判員裁判は、市民感覚の反映という目的

から専門的な法的知識は不要とされる一方、

限られた時間と情報の中で、他者の人生を左

右する決断を行う裁判員の心理的負担は計り

知れない。 

本研究は、この負担を軽減するために、裁

判員が行う事実の認定、法令の適用及び刑の

量定（以下「事実認定等」という。）に関す

る意思決定を支援する、2 つの支援ツールを組

み合わせたシステムを提案する。 

本システムの利用が、感覚的に導かれる判

断に対して裁判員が論理的な思考を巡らし、

少なくとも自身が下した判断に対する“後

悔”の念が減じることに貢献できればと考え

る。 

 

支援の枠組み 

裁判員裁判では、複数の裁判員が評議の上、

評決する。しかしながら、専門家ではない裁

判員が自身の思考を論理的に開示することは

困難であり、相互理解のための可視化が必要

になる。そのため、裁判員個人毎に、各争点

に対する判断のプロセスを数値化して客観視

することで、裁判員の量刑判断議論の前提・

基盤となる論点を明確化しつつ、裁判員の思

考の情動面と論理面の両面から意思決定を支

援する。このことで、裁判員同士がお互いの

意見を議論し、議論の過程で本システムを繰

り返し使用し、議論の帰着点を探っていくプ

ロセスを想定している。 

2 つの支援ツール 

ツール 1 は、争点に関連する法令の構成要

件を紐づけつつ、証拠及び証言などをカード

化し、それぞれ関連する争点に振り分け、裁

判員に対し論点の明確化を支援する。 

ツール 2 は、AHP による判断基準の重み設

定と判断基準ごとの要素一対比較により、裁

判員が判断に至るプロセスを数値的に可視化

し、市民における「法解釈」のハードル、市

民感覚の事実認定等における「論点の明確

化」、市民の「情動的な判断」を支援する。 

 

支援システムツールの意義 

本システムを利用した模擬裁判では、シス

テム利用者へのアンケートから「論理的な思

考の組み立て」及び「自己の考えを論理的に

解説すること」に寄与することを確認した。

本システムの利用により、限られた情報と時

間の中で一定の判断を下す場合、論点を明確

にした議論が可能となることが期待される。 

 


